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〈書評論文〉

不可能な身体

C. Holmlund,

Impossible Bodies: Femininity and Masculinity at the Movies

(Routledge, 2001)

ゲバ ・ヤ ナ イ

私 たちが映画のスクリー ン上で 目にする身体 は、自分たちの 日常 において リアルではな

い とう意味で、私たちに とρては、獲得 「不可能な」 ものだ。そ もそも、イメー ジと音に

よって形づ くられているそれ らの身体は、同時に、ナラティヴを通 して構築される存在な

のだ。

画面上 に現れるこれ らの身体 とは、いったい何 なのか。本書 を通 じて著者は、「身体」

という語 を異 なる文脈で用 い、そ うす ることにより、異なる解釈 を与えている。それは、

実際に目に映る物理的 な身体であることもあれば、他の場合においてはイメージであ り、

表象でもある。すなわち、著者は、「身体」 という語 はア ンビバ レントな ものであると考

えている。 この語を用いることによって、著者は広範囲に渡る問題 現代のハ リウッ ド

の周縁におけるエスニ シティ、ジェンダーそ してセクシュアリティ ー.一.に取 り組 もうとす

るのである。

ここで著者について、簡単に触れておこう。本書の著者、 クリスティン ・ホルムラン ド

は、テネシー大学ノ ックスビル校の助教授で、映画論、女性学お よびフランス語を教えて

いる。主要研究分野は映画、映画理論、フェ ミニス ト理論、ポス トコロニアル理論、 クウ

ィア理論お よびカルチュラル ・スタデ ィーズである。

本書の タイ トルは、 日本語 にす れば 「不可能な身体」 となる。 ここで著者が、「不可能

な」 という言葉 を使 うことによって意味 しようとしているのは、画面に映 し出される身体

が、ほ とん どの観客 には入手不可能であるとい うことである。

著者は、この 「不可能な身体」 とい う表現 を、ふたつの異 なる意 味において用 いてい

る。
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第一には、ボデ ィビル ダーやクリン ト・イース トウッ ドの例(第 一章、第三章)に よっ

て示されるように、物理的に不可能な身体 とい う意味である。第一章で紹介 され るボデ ィ

ビルダーたちの特異性 は、ボデ ィビルデ ィング というスポー ツ/趣 味 に関与する人々の小

さな輪のなかで も、際立ったものである。 クリント ・イース トウッ ドに至 っては、その希

少性 は絶対的だ と言える。彼が映画の なかで見せ るような引 き締 まった肉体 を持つ人を、

彼の同世代人のなかに多数見つけることは容易ではないだろう。彼の身体 は、まさに、欲

望の対象 としての、理想的で男性的なものであるとともに、一般の観客にとっては不可能

な身体なのである。

第二の意味は、第二部のスウェーデ ン人の例 において使われている 「不可能性」である。

ここで強調 される 「不可能性」は、クリン ト・イース トウ ッドの例 にみ られたような身体

の肉体的な要素にかかわるものではない。北 アメ リカにおけるマ イノリティ ・グループと、

その映画における表象にかかわる問題なのだ。つ まり想定 されている観客のエスニシテイ

としての 「白人性」 から逸脱 しているがゆえに(後 にふれるように、スウエーデン人は、

しば しば真性の 「白人」 としては扱われていない)、(想 定 さらる白人の)観 客 にとって、

彼 ら彼女 らは、獲得不可能な身体をもっていると考えられるのである。

以下、これらの問題 について著者が どの ように述べているかを示 してい く。

今 日においてもなお、動作 は多いが口数は少 ないアクシ ョン映画の登場人物 一一た とえ

ば シルベスター ・ス タローンやアーノル ド・シュワルツネガーなどの一一一.一は、ハ リウッ ド

の映画ス ター として、世界中で視聴者を喜ばせている。その理由は他でもない、著者によ

れば、それは、「彼 らが私たち とは違 うからだ」。

ハ リウ ッド映画の大多数は、ジェ ンダーを前面に出している。 どの ジャンルの映画 も男

性 と女性のキ ャラク ターによって構成 されてお り、人気 スターたちが、なじみ深い仲間に

サポー トされなが ら、そ うしたキャラクターを演 じ、男女の観客に語 りかける。著者のホ

ルムラン ドは、視聴者 を映画の内容 に共感 させ るためには、アメリカ社会が容易に受け入

られるような 「ドメステ ィックな」問題を盛 り込む必要があると考 えてい る。 しか し映画

を観 るのはアメリカ人あるいはアメ リカの生活 にな じみがある人だけではな く世界中が観

ることになるのだ。

前世紀のアメリカ映画産業 において、80年 代、90年 代 は、身体がそれ以前よ りも 「適切

な」、「自然 な」、そ して 「一般的な」かたちで現れ るようになった時代である。 しか し、

多 くの身体は今 もなお不可能なままだ。 なぜ不可能か といえば、それ らの身体は私たちが

「普通」 と考 える体格の範囲を超えているからだ。

こうした観点か ら、著者は、ポピュラー映画が どの ように現代的価値の市場あるいは伝
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達手段 として機能す るのか、考察を試みる。彼女が主に対象 としているの は既 にビデ オや

レーザーデ ィスク、DVDと いったかたちで入手可能 となっている作品、 また、アメリカの

テ レビで よく放映され る作 品である。なかでも、著者が強調 し、注意を払 っているのは、

過去20年 間に製作 された長編 フィクション映画である。

本書 は三部構成 をとっている。

第一部では、1980年 代、1990年 代の ドキュメ ンタリー映画、 ロマ ンス映画、ウェスタン

映画を対象 とし、不可能性の異 なる用法(仕 組み)を 考察 している。願望の対象 となる身

体の表象 と、映画 に現れる男性 と女性のイメージが扱 われる。

ホルムラン ドの考 えでは、これ らの映画 は、既存 の男性 らしさや女性 らしさの概念 を強

化す るものである。た とえば、男性 と女性のボデ ィビルダーについての ドキュメンタリー

映画があるが、 これが ドキュメンタリー として呈示 される以上、視聴者 はそれを 「真実」

として受け入れることとなる。 したがって、理想的な男性身体 とは、ボディビルダーのそ

れ とい うことになる。 しかし、そんな体の持ち主はあまりいないということは言 うまで も

ないことだ。 また、たとえそれに近い体格の持ち主であったとして も、映画のなかの競争

者には比べるべ くもない と、著者は、論 じている。

この章で著者は、ハ リウッ ド映画におけるレズビアン表象、そ して1990年 代の映画界に

出現 した新 しいかたちのアメリカン ・ウェス タン映画について も議論 している。

本書の第二部は、映画界のサブ ・グループを扱っている。サブ ・グループとは、映画の

なかでは通常、仲間の役割を果たす もので、たとえば 「殺 人的なお人形 さん」(美 しく魅

力的だが暴力 的で、男性 を殺す こともあ る女性)、 スウェーデ ン人、ラテ ン系 などが挙げ

られる。スウェーデ ン人役者は過去 も今 もハ リウッドの一部 を成す存在であるが、しかし、

その役割は常に 「他者」のものである。スウェーデ ン人がスウェーデ ン人を演 じることは

な く、彼 らはアメリカ社会の一部であると同時に、決 して正式 なメンバーではない。 ラテ

ン系の俳優は映画に姿 を見せ るものの、ステレオタイプ的な役 を演 じ、多 くの場合その身

体的な魅力によって存在 していると言えると、著者 は、述べている。

最終部である第三部では、私たちの多 くが ファース ト・ネームだけで分か るハ リウ ッド

の大スターたち一 たとえばウー ピー(ゴ ール ドバー グ)、 クリン ト(イ ース トウッ ド)、

そ して ドリー(パ ー トン)な ど について論 じている。 これ らの人物 に偽の 「親近感」

を抱 いている視聴者 は、「身体」の差異には気づかない。ウーピーは強い黒人女性か もし

れないが、同時に、ハ リウッ ド全体で彼女の規模の映画スター となった黒人女性は他 にい

ない。 クリン トは年老いているが、映画のなかではいつまで も若 く見 える し、 ドリーは強

いけれ ど、きわめて人工的なプロポーシ ョンの身体を してい る。
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当然なが ら私たちの多 くは、ハ リウッ ドが提案するような理想的な身体、あるいは 「普

通の」身体 さえも持 ってはいない とホルムラン ドは述べ ている。 しか し、外見 は往 々に し

て社会的受容 に結 びつ き、また、政治的権力や影響力 とも無関係ではないか ら、「常軌 を

逸 した」外見や身体が現れる。私たちが 自身に関 して映画か ら吸収 しようとすることには、

常に妥協がつ きものだ。私たちはより広 い社会的 ・経済的ファクターによって拘束されて

いるが、 しか し同時に、ハ リウッ ド映画は少 しで も多 くの人にあいまいな約束 を与 えよう

とする。以上が著者が本書の中で述べていることの紹介であるが、以下に詳 しくみてい き

たい。

本書の第一部は、ハ リウッ ドにおいては、ジェンダーに関す る望 ましさがいかにイメー

ジされているか、そ して、それが映画のなかでいかに維持 されるか、が論 じられている。

ここでは、ボディー ビルダーや、一般人 よ りも良い体形 をしている映画ス ターな どの、

鍛 え られ た体格 に焦点 があ て られ る。著 者の 手法 は、 ふ たつの ドキ ュメ ン タリー、

『PumpingIron』(GeorgeButler.RobertFiore監 督,1977年)と 『PumpingIron2:the

wolnan』(GeorgeButler監 督,1984年)の 映画分析である。

ボデ ィー ビルデ ィング大会は、アメリカにおける身体、願望そ して権力のあいだの関係

を見るのに理想的な場 である。私 たちが身体 を見 る、そ して語 る方法は、歴 史的に変化す

るものだ。著者によれば、私 たちは自らが創 り出 し変えてい く社会的環境のなかで生 きて

いる。 したが って、私 たちの自己お よび他者 に対す る意識は時 とともに変化する。別のこ

とばで言 うなら、60年 代の産業社会が人間身体 に関 して鷹揚 だったのに対 して(Foucault

1980)、 今 日では、製品 を売 り、マ ス ・メディアにブームを起こす必要があるため に、私

たちは社会が必要 としている身体 というものを異 なったかたちで認識す る。過去、あるい

は歴史上の別の地点において身体が呈示 された様式 というのは、現在 とは異 なっているの

だ。社会が理想 とする身体 が変化すれば、それがよ り強調されることになる。現在の私た

ちの社会においては、望 ましいイメージに対する意識が、そして 「より良い」身体へ の受

容が高まっている。その背後 には、過去にはなかった領域への、新たなかたちでのマス ・

メデ ィアの広が りがある。

『PumpingIron』 は、1976年 の ミス ター ・オリンピア大会の記録である。この映画では、

筋肉質な体形の男性が 「自然」だと見 なされている。筋肉質であることが力の象徴である

と、大会参加者 のあいだでも、そ して映画の視聴者にも理解 されている。筋肉質な男性は

ただ強いだけでな く、性 的で もあ る。男性性に も強い結びつ きがある、すなわち、力強け

れば力強いほど男性的だ、 とされる。

映画の観客 もミスター ・オリンピア大会の観客 も、アーノル ド・シュワルツネガーが コ
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ンテス トに勝つべ きであ り、そ うなるだろうと信 じて疑 わない。彼 こそが、 もっとも筋 肉

質で、明瞭で、精力的なアー リア人なのだ、と。

男性大会においては、優勝者について言われたことのすべ てが自明視 されているが、女

性版である 『PumpingIron2』 においては、筋肉質な女性のイメー ジは不快 と脅威 を感 じ

させ る ものである。 『PumpingIron』 が筋 肉質 な男性の側 に立つ ものであるいっぽ う、

『PumpingIron2』 は筋肉質な女性 を賛美するものではない。女性がボディービルデ ィン

グに参加するか否かについては、 きわめてあいまいな、どっちつかずな態度が とられてい

る。

『PumpingIron』 のなかでは、「男性 とは何 か」 という問いかけはない。 なぜ なら、映

画制作者たちに とって答えはあま りに も明 らかだか らだ。『PUInpingIron2』 の中心的な

問いは、「女性 とは何か」である。映画全編 を通 して、筋 肉質な人間身体 に対す る男性側

のアンビバ レンスが現れている。

両映画 とも、ボディービルディングのコンテス トについてはほぼ等 しい扱 いをしている

ように見 える。 しか しより深 いレベ ルで考察 してみると、人々が男性身体 を見 る方法およ

び女性身体を見る方法には、既存の概念や前提があることがわかって くる。男性があるべ

き姿、女性があるべ き姿を踏襲 しなければならないのだ。 ドキュメンタリーではあるが、

『PumpingIron2』 では大会参加者たちの私的な部分 も暴露 され、彼女 らの男性 との関係

や、 より女性的な身体 をしているのは誰か といったことも扱われている。

ここには、男性的身体 と女性的身体のあいだの可視的差異がな くなることへの恐れがあ

る。女性 と女性的イメージは追究の対象 となるが、男性 については答えはすでにわかって

いる。女性は問題であ り、不安の種であ り、執拗な探求の対象である。男性 はそ うではな

いo

本書の第二部では、周辺的な登場人物の身体 に光があてられる。男性 に対 して暴力的な

振る舞いをす る美 しい女性や、「非 アメリカ人」を表象するス ウェーデ ン人俳優、 はっ き

りそれ とわかるが、その役柄 は女中という脇役で しかないラテン系女優 たちである。

例 として、著者はスウェーデン人男性 というカテゴ リーに注 目している。

20世 紀初頭 には、現在私たちが 「エスニ シティ」あるいは 「ナシ ョナ リテ ィ」 として考

える集団は、一般的に 「人種」 という語 で表 されていた。「ア ングロサクソン人種」、「北

欧人種」、「アーリア人種」、「日本人種」など(Higham1988)。 今 日、北 アメリカの白人

にとって、エスニシテ ィとは、国籍あるいは文化 にかんする遺産に自らを帰属 させ る自発

的な態度を意味する。

アメリカの一般的な想像 においては、スカ ンジナビア人、 ドイツ人、そ してア ングロサ
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クソン人が、依然 として理想的な 「白人」 である。 しか し、画面上では、スウェーデ ン人

の男性身体 は二重に 「不可能」なのである。 というのも、スウェーデン人が画面上でス ウ

ェーデン人を演 じることはなく、そ してスウェーデ ン人の登場人物は常にアングロ系 アメ

リカ人主役 の下位におかれているからだ。

アメリカ社会において、スウェーデ ン人は白人であ り、非白人のアメ リカ人 よりもよ り

アメリカ的であると考えられているか もしれない。 しか し、アメ リカ人の白人層 のなかで

彼 らは 「他者」 として認識 されている。それは、彼 らが、ア ングロ系 ではない、というこ

とか らであると著者 は考 えている。

ハ リウッ ドにおけるスウェーデン人のなかでも、重要な例 として次の人物たちを挙げる

ことがで きる。1920年 代から1930年 代において主 に東洋人の役 を演 じたニルス ・アスター、

1980年 代、1990年 代のアクション映画においてアメリカ人、 ドイツ人、ロシア人を演 じた

ドルフ ・ラングレン、1950年 代、1960年 代のウェスタン映画においてばかげた仲 間として

のスウェーデ ン人を演 じた、スウェーデ ン人でない俳優 たちである。

ハ リウッ ドの白人中心主義は、一般的なアジア不信 と結合 していた と著者は言 う。その

結果多 く作 られたのが、アジア人の登場 人物が現れる無声映画および初期有声映画であっ

た。 これ らの人物 は 「イエロー ・フェイス」の白人俳優 によって演 じられるこ とが多 く、

白人の登場人物 と比べて不幸 で不健康で不平等な関係にある と、ネガティヴな存在であっ

た。当時、アジアを演 じたなかで もっとも有名だったのが、ニルス ・アス ター というスウ

ェーデ ン人であった。彼は外見上は白人だが、非 白人でもあった。文明人である と同時 に

野蛮であ り、西洋人であると同時に東洋人であったのだ。

1950年 代になる と突然、ウェスタン映画の脇にスウェーデン人が出現するようになった。

それまでには姿 を現す ことのなかった彼 らが登場 し始めたのは、 ヨーロッパ系移民の第一

および第二世代のなかで、以前 は 「エスニック」 とされていたことが意味 を失い始めたか

らである。ア ングロ系 のアメ リカ人以外の登場人物 も、 オープンに映画 に出るようになっ

た。ス ウェーデ ン人の登場人物(ス ウェーデ ン人自身によっては演 じられていない)が 、

メキ シカンや ネイテ ィヴ ・アメリカンを助けるアメ リカの農夫 として現れる ようになっ

た。映画に登場する他のマイノリテ ィと同様に、スウェーデ ン人男性は常 にア ングロ系 の

ガンマ ンの影にいる。た とえば、ア ングロ系 アメリカ人の カウボーイが外で戦 っているあ

いだ、小柄 な 「スウェーデン人の」農夫たちは家のなかに隠れている、 というふ うに。

1980年 代、1990年 代のアクシ ョン映画では、 ドルフ ・ラングレンが もっとも有名 なスウ

ェーデン人俳優だろう。ほ とん どの映画において、主に彼の相手 となるのは他の白人だが、

ア ングロ系 アメリカ人ではない。彼の役柄 はロシア人か ら ドイツ人、混血 にまで至るが、
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スウェーデン人を演 じることはない。国籍がはっきりしない場合にも疑問を抱 く余地は常

にあるのだが、ア ングロ系アメリカ人だということが漠然 と示唆されている。

彼は、他の白人と対決する際に、「他者」(ア フリカ人、アフリカ系アメリカ人、アジア

人、アジア系アメリカ人)の 習慣や知識 を真似て用いる。

著者に よれば画面上のスウェーデン人男性は、「白人性」 とい うものがいかにあい まい

で不安定なものかを明 らかにす るという。彼 らはアメリカ人であ りなが ら、決 してアメリ

カ人ではないのだ。 スウェーデ ン人だが、スウェーデ ン人ではない。彼 らは 「他者」 なの

であ り、「他者」の習慣 を吸収 し、そ してアングロ系アメリカ人の影にいる。

本書の第三部では、著者はハ リウッ ドの著名人三人について論 じている。そのすべてが

身体 を特徴 としてい る。 ウーピーは黒人だ し、 クリン トは年配だが老人の体つ きを してい

ない。 ドリーの身体 は、度重なる手術の成果だが、今や不 自然 にさえ見える。

著者がクリント ・イース トウッ ドを選んだのは、現在 も映画に出演 しているハ リウッ ド

の有名俳優のなかで、最高齢のグルー プに彼が属するか らである。彼 と彼の映画 を検討す

ることで、ハ リウッ ド映画が高齢男性 をいかに描いているのかを結論づけようとしている。

著者の分析の対象は、クリン ト・イース トウッ ドが出演 しているウェスタン映画であ る。

ウェスタン映画は加齢 を呈示するが、同時に覆い隠 しもす る。そうして、白人男性の老

化 を力 と権威 に満 ちた ものである として公認す る。 ウェスタン映画は特 に、男性性、白人

性、権力、金銭 といったものを、加齢 と結びつける。その好例がク リン ト・イース トウッ

ドだ。彼は年をとりつつあ る男性(白 人で力があ り、ヘテロセクシュアルの)の 楽観的な

モデルであ り、今でも、最 も強い影響力をもつアメリカ映画 ヒーローのひ とりである。ク

リン ト・イース トウッドがそ うした男性のなかではいちばん新 しい例であるが、彼の前に

も好ま しい加齢 とい うモデルを呈示 した俳優 はいた。ゲイリー ・クーパーや、 ジョン ・ウ

ェイン、 ジミー ・スチュワー ト、 ラン ドルフ ・スコッ トな ど。 ウェスタン映画の伝統 は、

男性身体を特権化 し、追究 し、そ して賞賛す るという機能を果たす。 クリン ト・イース ト

ウ ッドの例 は、いかに して ヒー ローが観客に力強い男性的エゴを感 じさせ るか を、鮮明に

描 き出 している。

クリン ト・イース トウ ッドは、彼の長 きにわたるキャリアにおいて、年齢 を隠すこ とな

く、む しろ美 しくそれを示そ うとしている。一般的に言って、人々は加齢 にともなって年

を隠そ うとするし、男性の場合、それは彼 らの男性性 にも関わる問題である。 ホルムラン

ドは支配的な男性性が支配的であ るのは、私たちのすべてがそのゲームに参加 しているか

らであ り、その結果、私たちは共通の恐怖 と幻想 を抱いていると述べている。

両性 ともに、加齢 にともない、身体に可視的変化を経験す る。頭髪を失 うこともあれば、
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体重が増 えることも減 ることもある し、籔が増 える とい うこともある。加 えて、 ジェンダ

ーに基づ く差異 もある。健康状態が良好であれば、女性 は男性 よ りも活動的で積極的であ

る。退職後の年配男性は、 より引 きこもりがちで内向的になる。一般的に、男性の寿命は

女性 よりも10年 短い。 しか しクリン トは、70歳 という多 くのアメリカ人が退職する年齢に

なって も、 まだ 「老齢」 には達 していない。イース トウッドのすべての映画において、ジ

ャンルは何であれ、 クリントの年齢 は目につかない し、重要でもない。彼の実際の加齢に

ともなう変化は、映画のなかで使 う銃が大 きくなるということだけだ、 と著者は言 う。

男性にとって、映画のなかでクリント ・イース トウッ ドが演 じる人物を観ることは、加

齢 とい う事実か らの逃避である。おそ らく、彼の映画のなかで、特 に彼のウェスタン映画

のなかでなら、私たちは皆、クリン ト・イース トウッドのようになれるかもしれない一

力強 く、支配的で、美 しく年を とって、 というふうに。

数十年 ものあいだ(ク リン トの場合には今や40年 になる)、 ウェス タン映画には、 クリ

ン トの顔 と目の クローズ ・ア ップがち りばめ られていることにはほぼ変化がない。物理 的

には彼の身体は老化 しているのだが、彼が加齢男性 身体の一般的な代表だ とは言えない。

クリント ・イース トウ ッドは、青年期 と老年期のあいだのあい まいな位置にうま く留 ま

っている。その秘訣は、男性性 をわか りやす く保持 した(そ して各部位の見た 目もいい)

彼の身体 だけでな く、彼が他の人々に対 して とる位置に もある。当然なが ら、そこには観

客 も含まれている。 クリントのような姿 をしている年配の人がどれほどいるだろうか?ど

れほどの人が、そうな りたい と願 うだろうか?

クリント ・イース トウッ ドは、スクリー ン上では不老である。実世界でそうあ りたい と、

多 くの年配男性 たちが願 うまさにその姿 をしていると言っている。

本書において著者 は、現代映画についての興味深い視点 を与えて くれる。現代ハ リウッ

ドの周縁 における、エスニ シティ、 ジェ ンダー、セクシュア リテ ィといった問題を検討 し

ているのである。 このことか ら私たちは、昨今人気 を博 している映画が観客 に対 し、いか

にして価値 を反映 し伝播するものであるかを知ることがで きる。本書の最 も重要な貢献 は

ここにあると考える。

本書で は、全体 を通 じて、現代ハ リウ ッドにおける多種多様な表象やイメージが興味深

く論 じられてお り、 きわめて幅広い領域が扱 われている。 しか し、本書にはい くつかの弱

点 もあると考え られる。

第一 に、本書では冒頭で分析枠組みが呈示 されていない。著者が対象 とす る映画 をどの

ように分析 したのかが定かではない。確かに、100以 上の映画を分析 したという記述 はあ

るが、それ以上は触れ られていない。
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著者は最初、1980年 代、1990年 代の映画に焦点を当てると言っているが、い くつかのケ

ースでは1940年 代、1950年 代お よび1960年 代の映画に遡っている。著者 は、これ らの映画

における異なる表象について結論を述べているが、データが不足 しているため、その根拠

を見極めることができない。たとえば著者はラテン系女優の大半が女中の役 を演 じている、

と言 う。 これは統計的に調べた結果だろうか。 もしそ うだ とした ら、その事実が本書にお

いて述べ られていないのはなぜ か。同様 のことがス ェーデ ン人の表象に関 しても言える。

結論 を支持す るための数値は呈示されていない。 もし彼女の言 うことが正 しかったとして

も、それが現実を反映 しない考えだということもあ り得 る。 こうした一般化がすべての映

画に当てはまる と、思い違いをして信 じて しまうこともあるか もしれない。言い換 えれば、

著者は自身の結論に親和的なシー ンを選択 的に論 じている。

第二に、それぞれの映画に言及す る際、著者は特 定のシー ンは詳 しく記述す るものの、

映画全体のあらす じは呈示 していない。扱われている映画を読者が観ていない場合、全体

像 をつかむことは きわめて難 しい。それぞれのシーンが本来の文脈か ら離れてしまってい

る。

第三に、主体のグループ化 に問題がある。本書の第二部は、アメリカにおけるサブ ・グ

ループが映画で どう表象 されるかを扱っている。スウェーデ ン系 とラテ ン系 はアメリカの

サブ ・グループであ り、 ラテ ン系にいたっては今 日、アメリカにおける最大 のマイノリテ

ィ ・グループを成 している。 したが って、 こうしたグループ と、男性に暴力 をふるう女性

とを、同 じグループに入れるのは奇妙に思われる。 こうした分割は、端的に間違っている

と私 は考 える。著者はひとつの主題か ら主題へ と飛躍するが、同 じ主題の もとで扱われて

いる内容の間には一貫 した関連性がない。

第四の点 は、本書が、映画にお ける男性性 と女性性 を扱 うと言 っているに も関わ らず、

それについてほ とんど触れていない箇所があるというこ とである。た とえば、スウェーデ

ン人俳優 について論 じる際、著者はハ リウッ ド映画 における彼 らの役割 につ いて多 くを述

べ ているが、ジェ ンダーに関するイメージについての言及は少ない(著 者は男性 について

のみ述べている)。

第五に、本書では末尾 に結論が置かれていない。それぞれの部の最後 に結論は述べ られ

ているが、映画産業全体 についての一般的な結論が本書の最後にない。

本書が対象 としているのはハ リウッ ドだが、本書には含 まれていないジャンルについて

も分析 を加えてみ るとお もしろいだろ う。ハ リウッド映画におけるアジア人表象、あるい

はアメリカ社会 において重要な位置を占めているアフリカ系 アメ リカ人など。

本書 においては、アメリカ以外の製作についての言及がない。 アメリカ人読者 に対 して
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は独 自の言語で状況を解説す る本書だが、 しか し、そうでない読者にとっても同 じであ る

とは限らない。おそ らくそのせ いで、本書 のなかのい くつかの主題は未だに私にとって不

明瞭なままであ り、 じゅうぶんな分析が されていない という感 じが残 る。ハ リウッ ドは巨

大産業だが、別の産業 におけるジェンダー関連の表象 を同様 に分析 し、ハ リウッドと比較

してみるの もお もしろいだろう。

本書の弱点の理由 となっているもののひとつ に、著者がい くつかの論文 を本 にまとめた

という背景があるように思う。主題が多様であ り、必ず しも互 いに関連 しあっていない。
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